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私 が 選 ん だ 日本 の 古 典 ベス ト ８
福 山 大 学 附 属 図 書 館 長
経 済 学 部 経 済 学 科 教 授 片 岡 俊 郎

私の 手 元 に小 学 館 版『新 編 、日本 古 典 文

学全 集 』全 88 巻 の 案内 パ ン フレ ッ ト があ

る 。「 記 紀 、 萬 葉 か ら 西 鶴 、 近 松 ま で 、 頭

注・原 文・現 代語 訳 の 三段 組 み 新編 集 」と

あり 、日 本 の古 典 が 現代 文 で 読め る よ うに

なっ た 。

私 は 、歴 史 、文 学の 専 門 家で は な いの で、

小学 館 版『 日本 歴 史 大事 典 』全 4 巻 を 参考

にし な が ら 、日 本 の 古典 、ベ スト ８ を 選ん

でみ た 。

私 は 、専 門の 貨 幣 論の 立 場 から 、明 治以

後 、大 正 、昭和 と 日 本の 歴 史 を整 理 し つつ

ある 。私 が 整理 の 軸 に選 ん だ のが 、日 本の

貨 幣 理 論 家 で も あ る 日 本 銀 行 総 裁 を も 務

め た 深 井 英 五 (18 71- 194 5 )で あ る 。 私 は 、

時代 を 日 本と イ ン ド 、日 本 と イギ リ ス 、日

本 と 世 界 と 順 を 追 っ て 考 え て い く う ち に 、

1930 年 代 、 日 本 が 目 指 す べ き で あ っ た 道

は 、軍 事 大 国で は な く、経 済 大国 へ の 歩み

では な か った か と 、思い つ つ ある 。日 本と

イ ン ド が 、 同 じ 発 展 途 上 国 で あ り な が ら 、

片や 独 立 国 、片 や 植 民地 、日 本と イ ギ リス

では 、日 本 が発 展 途 上国 、イ ギリ ス が 経済

最先 進 国 と 、比 較 し なが ら 、たど り 着 いた

結論 で あ る 。世 界 の 最先 進 国 への 道 は 、現

在我 々 が 享受 し て いる よ う に 、経 済 大 国で

あり 、戦 前 にお い て も可 能 で はな か っ たか

と思 う 。日 本は 戦 争 を好 む 国 では な く 、平

和 を 愛 す る 国 で あ る こ と を 世 界 に 示 す た

めに も 。 私は 、日 本の 古 典 を考 え る に際

し 、我 々 に 一番 近 い 時代 、江 戸時 代 に 目を

向け る こ とに よ り 、日本 の 歴 史も 把 握 され

る の で は な い か と 考 え た 。 日 本 の 江 戸 時

代は 、260 余 年 に わ たっ て 平 和な 時 代 であ

り、 文 化 が栄 え た から で あ る。

江 戸 時 代 の 古 典 と い え ば 、 井 原 西 鶴

(164 2- 169 3)、松 尾 芭 蕉 (164 4- 169 4)、近 松

紫 式 部 日 記 (東 京 ・五 島 美 術 館 蔵 )
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門 左 衛 門 (165 3-1 724 )の 著 作 を あ げ る の が

一般 的 で ある 。井 原 西鶴 の 世 界が 、庶 民の

男女 の 物 語で あ る とす れ ば 、貴族 の 男 女の

物語 で あ る平 安 中 期の 紫 式 部『 源 氏 物語 』

を あ げ ざ る を え な い 。『 源 氏 物 語 』 は 、 日

本の 古 典 中の 古 典 とい わ れ るも の で あ る 。

短 詩 形 であ る 俳 諧の 完 成 者 、松 尾 芭 蕉を

念頭 に 置 けば 、 日 本最 古 の 歌集 『 万 葉集 』

を あ げ る こ と が で き る 。『 万 葉 集 』 は 、 長

歌、施 頭歌 、仏足 石 歌、短 歌、漢詩 、文章

を収 め て いる か ら であ る 。

近 松 門 左衛 門 が 、人形 浄 瑠 璃の 作 者 であ

るこ と か ら 、室 町 時 代の 能 作 者、世 阿 弥が

あが る 。人 間を 描 く のに 、世 阿弥 は 人 間に

能面 を 着 け 、近 松 は 人形 で 、人間 の 本 質に

迫っ た か らで あ る 。平安 以 前 の万 葉 集 、平

安時 代 の 源氏 物 語 、室町・戦 国の 世 阿 弥の

能と く れ ば、他 は、鎌 倉時 代 の 軍記 物『平

家 物 語 』、 江 戸 時 代 の 思 想 を 反 映 し た 滝 沢

馬琴 『 南 総里 見 八 犬伝 』 と なろ う 。

[ 図 書 館 か ら ]
日 本 歴 史 大 事 典  /  朝 尾 直 弘 [ほ か ]編
( 小 学 館 , 2 0 0 0 － 2 0 0 1 )

本 学 図 書 館 は 所 蔵 し て お り ま せ ん 。

ま た
井 原 西 鶴 の 著 作 は 、 『 好 色 一 代 男 』 ほ か 7 件
松 尾 芭 蕉 の 著 作 は 、 句 集 や 文 集 な ど 3 件
近 松 門 左 衛 門 の 著 作 は 、 浄 瑠 璃 集 な ど 5 件
紫 式 部 の 著 作 は 、 『 源 氏 物 語 』 な ど 1 1 件
『 万 葉 集 』 ま た は 同 関 連 図 書 は 3 4 件
『 平 家 物 語 』 ま た は 同 関 連 図 書 は 1 3 件
に つ い て 、 そ れ ぞ れ 所 蔵 し て お り ま す が
『 南 総 里 見 八 犬 伝 』
は 、 残 念 な が ら 所 蔵 し て お り ま せ ん 。

特 集 ： こ こ ろ の 一 冊

図 書 館 で 出 会っ た 本

経 済 学 部 国 際 経 済 学 科 教 授 島 上 健

こ れ は 以 前 、

本 学 の 学 報

「 本 」 の 欄 で

述 べ た こ と で

す が 、 学 生 時

代 に 大 学 図 書

館 で 出 会 っ た

本 、 小 山 満 男

『 国 際 経 済 理

論 』 を 置 い て

他 に は あ り ま

せん 。 小 山先

生は 本 学 の図 書 館 長 、経 済 学 部長 、初 代国

際経 済 学 科長 等 を 歴任 さ れ まし た が 、国際

経 済 学 科 の 完 成 を 待 た ず に 不 帰 の 客 と な

られ た 、本 学お よ び 広島 大 学 の名 誉 教 授で

した 。

さ て 、こ の本 と の 出会 い に つい て 述 べま

しょ う 。当 時 (昭 和 30- 40 年 代 )の 大 学 の商

学部・経 済 学部 で は 、ゼ ミ あ るい は 研 究会

のイ ン カ レ活 動 が 大変 盛 ん で 、例 え ば 関西

学生 ゼ ミ ナー ル 大 会の 金 融 論部 門 で は 、関

学の 小 寺 ゼミ 、大 阪 市大 の 河 合ゼ ミ 、九大

の 岡 橋 ゼ ミ の 他 京 大 ・ 関 西 大 ・ 長 崎 大 (ゼ

ミ 名 は ち ょ っ と 失 念 し ま し た )等 か ら の 参

加者 に よ って「 イン フ レ」の 問題 、「金 融・

金利 の 自 由化 」の 問 題等 侃侃
か ん か ん

諤諤
が く が く

と 異 論 ・
反論・オ ブ ジェ ク シ ョン が 戦 わさ れ ま した 。

私 は 九 州 の と あ る 地 方 大 学 で 金 融 論 研 究

会・近 代 経 済学 研 究 会に 所 属 して 、今 思え

紫 式 部 像 （京 都 文 化 博 物 館 ）
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ば 厚 顔 無 恥 (無 知 )以 外 の 何 者 で も な い の

で す が 、 一 人 前 に 論 文 ら し き も の を 認 め

(た つ もり 、実 際は 転 写 した )、内 外 の ゼミ

ナー ル 大 会で 発 表 した も の でし た 。

経 済 学 部 の 学 生 な ら ば 見 当 が つ く と 思

いま す が 、本学 図 書 館長 片 岡 先生 な ら ずと

も、 目 の 前に 現 れ 出た のは J.M.K eyn es で

し た 。ケイ ン ズ『 一 般 理論 』は英 語 で 書か

れ た 原 典 (ケ ン ブ リ ッ ジ の 英 語 は 小 さ な 英

和 辞 典 で は 読 み こ な せ ま せ ん )は お ろ か 日

本語 訳 で も読 め ま せん (並 外 れ た 日本 語 能

力を 要 し ます 。た だ 現在 ケ イ ンズ 全 集 とし

て 出 版 さ れ て い る 訳 本 に は 訳 者 解 説 が あ

っ て 読 み や す く な っ て い ま す )。 で す か ら

実 際 に 読 ん だ の は D.デ イ ラ ー ド 『 J.M .ケ

イ ン ズ の 経 済 学 』、 K.ク リ ハ ラ 『 ケ イ ン ズ

経 済 学 入 門 』、 伊 東 光 晴 『 ケ イ ン ズ 』 で し

た 。 こ れ ら は (私 の 読 み 方 に 難 が あ っ た の

か も 知 れ ま せ ん が )外 国 と の 経 済 取 引 を 遮

断 し た 閉 鎖 経 済 モ デ ル あ る い は 経 済 学 説

史か ら の 解説 で あ った た め に 、金 融・貿易

の自 由 化 が論 議 さ れ 、為 替 相 場制 度 が 動揺

する 時 代 背景 の 下 、開放 経 済 モデ ル に よる

研 究 が 関 心 の 的 で あ っ た そ の 時 代 の 要 請

と ミ ス マ ッ チ を 呈 し て お り (勿 論 、 学 生 の

能 力 不 足 と い う こ と で す )、 ケ イ ン ズ ・ モ

デル の 開 放化 が 喫緊
き っ き ん

の 課題 で し た 。ケ イ ン
ズ の 弟 子 で あ る R.F .ハ ロ ッ ド 等 に よ っ て

ケ イ ン ジ ア ン 開 放 マ ク ロ モ デ ル が 提 示 さ

れて は い たの で す が 、私 な り の模 索 過 程に

あっ て 大 学図 書 館 で出 会 っ たの が 、小 山先

生の 『 国 際経 済 理 論』 だ っ たの で す 。

こ の 本 が そ の 後 の 私 の 進 路 を 決 定 付 け

た本 で あ り 、研 究 の 師・人 生 の師 と の 出会

いを 決 定 付け た 本 とな り ま した 。こ の 本は

小山 先 生 の博 士 論 文で す か ら 、並 大 抵 の努

力で は 読 みこ な す こと は で きま せ ん 。そし

て 現 在 で も 論 文 を 書 く 時 の 重 要 な 参 考 文

献 で あ り 新 鮮 な 課 題 を 提 供 し て い る の で

す 。聞く と ころ で は 、日 本を 訪 問中 の R.F.

ハ ロ ッ ドや H.G.ジ ョ ン ソ ンが 「 日 本語 は

読め な い が 、君 の 著 書の 数 式 を読 め ば 内容

は掴 め る だろ う か ら是 非 一 冊 」と 言 っ てこ

の本 を 所 望し た と いう ほ ど 、数 式 〔 数学 〕

が多 用 さ れ 、各 種 定 理が 厳 密 に証 明 さ れて

いま す 。我 々門 前 の 小僧 は そ の証 明 部 分を

理解 す る のに 四 苦 八苦 す る ので す 。

福山 大 学 の学 生 諸 君 。幸 い に して 我 が 図

書 館 は 地 方 の 私 大 付 属 で あ る に も 拘
かかわ

ら ず、
その 内 容 の充 実 度 は中・四 国 地域 で は 随一

であ る こ とは 周 知 の事 実 で す 。役 割・機能

の 上 で も 随 一 の も の に す る の は 利 用 す る

我々 、特 に 学生 諸 君 に課 せ ら れた 責 務 であ

ろう か と 思い ま す 。図書 館 の 職員 の 方 々か

ら「あ の 学 生さ ん 又 来て い る よ！ 」と 呆れ

られ る 位 利用 し て 、人生 の 指 針と な る べき

「本 」と の 出会 い を 果た し て 欲し い も ので

す。
[ 図 書 館 か ら ]
国 際 経 済 理 論  /  小 山 満 男 著 (千 倉 書 房 . 1 9 6 4 )
本 学 図 書 館 に 3 冊 所 蔵 し て お り ま す 。

S p e c i a l ： A  b o o k  i n  m y  m i n d

Begi nn ing  an d End ing w ith
Tro pi c o f C an cer

F a c . o f  H u m a n  C u l t u r e s  a n d  S c i e n c e s
D e p t . o f  H u m a n  C u l t u r e s  Jef fr ey J . N azz aro

T h e r e  a r e  m a n y  b o o k s  o f  w h i c h  I  c o u l d  s a y  

w h e r e  I  w a s  w h e n  I  f i r s t  o p e n e d  t h e m .   T h e s e  

w o u l d  b e  b o o k s  I  r e a d  f o r  s c h o o l ,  o r  v e r y  

r e c e n t l y  m a y b e ;  b u t  t h er e  i s  j u s t  o n e  f o r  

w h i c h  I  c a n  g o  b a c k  t o  t h e  m o m e n t  o f  i n i t i a l  

d i s c o v e r y ,  t h e  t i m e ,  t h e  p l a c e ,  a n d  t h e  

f e e l i n g  I  h a d ,  w h i c h  e x p l o d e d  a s  a na t  o n c e  

v i s c e r a l  a n d  i n t e l l e c t u a l  s h u d d e r  o f  

e x c i t e m e n t ,  a n  a w a k e n i n g ,  a n d  t h a t  b o o k  i s  

H e n r y  M i l l e r’ s  T r o p i c  o f  C a nc e r .

分 類 番 号 登 録 番 号

3 3 3 . 0 1 / K 1 3 8 1 0 2 1 0 2 0 0

3 3 3 . 6 / K 1 1 7 4 0 4 2 3 3 0 0

3 3 3 . 6 / K 1 1 8 0 3 4 1 5 5 0 0
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I t  w a s  f a l l  a n d  I  w a s  i n  c o l l e g e .   I  w a s  

v i s i t i n g  H a r v a r d  S q u a r e ,  a s  I  d i d  f a i r l y  

o f t e n  i n  t h o s e  d a y s ,  a n d  I  w a s  i n s i d e  t h e  C o o p ,  

t h e  b o o k s t o r e  o f  t h e  r e n o w n e d  u n i v e r s i t y ,  

w h e n  I  c a m e  a c r o s s  a  p a p e r b a c k  c o p y  o f  

M i l l e r’ s  m a s t e r p i e c e  w h i l e  p e r u s i n g  a  

t a b l e t o p  d i s p l a y o f  w e l l- k n o w n  w o r k s .   T h e  

b o o k  w a s  i n f a m o u s  f o r  i t s  s o- l a b e l e d  

o b s c e n e n e s s  a n d  u n a b a s h e d  s e x u a l  c o n t e n t ,  

h a v i n g  b e e n  b a n n e d  i n  t h e  U n i t e d  S t a t e s  f o r  

t w e n t y - s e v e n  y e a r s  a f t e r  i t s  i n i t i a l  

p u b l i c a t i o n  i n  P a r i s  i n  1 9 3 4 .   C e r t a i n l y  i n  

m a n y  w a y s  l e ss  s e x u a l  t h a n  l o n g  a c c e p t e d  

n o v e l s  b y  w r i t e r s  s u c h  a s  D . H .  L a w r e n c e  a n d  

H e n r y  J a m e s ,  M i l l e r’ s  c e n s o r s h i p  w a s  m o s t  

l i k e l y  t h e  p r o d u c t  o f  h i s  t r a i g h t f o r w a r d n e s s ,  

h i s  r e j e c t i o n  o f  e u p h e m i s m ,  a n d  h i s  e m b r a c e  

o f  A n g l o- S a x o n  f o u r- l e t t e r  w o r d s  f o r  c e r t a i n  

a n a t o m i c a l  a n d  p h y s i o l o g i c a l  d e s c r i p t i o n s .  

F o r  m e ,  s t a n d i n g  t h e r e  i n  t h e  c r o w d e d  

b o o k s t o r e ,  s o m e t h i n g  h a p p e n e d  o n  t h e  w a y  t o  

t h e  d i r t y  w o r d s ,  a n d  i f  t h e y  w e r e  w h a t  

o r i g i n a l l y  d r e w  m e ,  t h e n  I  r e m a i n  g r a t e f u l ,  

f o r  t h e  e f f e c t  w a s  t r a n s f o r m i n g .

I n  t r u e  c o v e r  b l u r b  hy p e r b o l i c  t r a d i t i o n ,   

M i l l e r’ s  f r i e n d  a n d  c o r r e s p o n d e n t ,  t h e  

I n d i a n - b o r n  B r i t i s h  a u t h o r  L a w r e n c e  D u r r e l l  

e m b e l l i s h e s  t h e  c u r r e n t  G r o v e  p a p e r b a c k  

e d i t i o n  w i t h  t h e  w o r d s ,  “ A m e r i c a n  

l i t e r a t u r e  t o d a y  b e g i n s  a n d  e n d s  w i t h  t h e  

m e a n i n g  o f  

w h a t  M i l l e r  h a s  d o n e .”   W i t h  d u e  a p o l o g i e s  

t o  W h it m a n ,  T h o r e a u ,  M e l v i l l e ,  a n d  T w a i n ,  a n d  

l a t e r  t o  F .  S c o t t  F i t z g e r a l d  a n d  E r n e s t

H e m i n g w a y ,  I’ l l  h a v e  t o  o f f e r  a  p e r s o n a l  

c o n c u r r e n c e .   B y  t h e  t i m e  I  e n t e r e d  c o l l e g e ,  

T w a i n  h a d  s t o k e d  m y  i m a g i n a t i o n ,  a s  M e l v i l l e  

a n d  H e m i n g w a y  w o u l d  l a t e r .   W i t h  T h e  G r e a t  

G a t s b y ,  F i t z g e r a l d  h a d  d e c l a r e d  t o  t h e  h i g h  

s c h o o l  m e ,  t h i s  i s  a  n o v e l ,  a n d  i t  i s  g o o d,  

b u t  i t  w a s  M i l l e r  a n d  T r o p i c  o f  C a n c e r,  w i t h  

j u s t  i t s  f i r s t  t w o  p o w e r f u l  p a g e s  w h o  s a i d ,  

t h i s  i s  l i f e ,  a n d  i t’ s  w h a t  y o u  c a n  b e.

T h u s  T r o p i c  o f  C a n c e r h o l d s  u p  a s  t h e  t r ue  

l i t e r a r y  b e g i n n i n g  f o r  m e .   T h e  e n d  c o m e s  i n  

t h a t  I  a l w a y s  s e e m  t o  f i n d  m y  w a y  b a c k  t o  i t ,  

f o r  i n s p i r a t i o n  o r ,  y e s ,  c o m f o r t ,  a n d  I  

a l w a y s  f i n d  p l e n t y  o f  b o t h  t o  a c c o m p a n y  t h e  

i n e v i t a b l e  n e w  m e a n i n g s  I  u n e a r t h .   A n  

e x p a t r i a t e  m y s e l f  n o w ,  t h o u g h  w o r l d s  a w ay  

f r o m  M i l l e r’ s  e a r l y- 3 0’ s  P a r i s  

g e o g r a p h i c a l l y ,  t e m p o r a l l y ,  f i n a n c i a l l y ,  

a n d ,  m o s t  t e l l i n g ,  a r t i s t i c a l l y ,  i t  i s  o n e  

m o r e  w a y  f o r  m e  t o  r e l a t e  t o  t h e  b o o k ,  m y  

d i f f e r e n c e s  a l l  t h e  m o r e  r e a s o n  t o  d e r i v e  

c o n t i n u e d  i n s p i r a t i o n .   I  h a v e  s e e n  i n  p r i n t  

t h e  w o r k  de s c r i b e d  a s  a  c o n f e s s i o n ,  b u t  I’ v e  

a l w a y s  r e a d  i t  m o r e  a s  m a n i f e s t o .   D e s p i t e  

b e i n g  i n  h i s  f o r t i e s  w h e n  i t  f i r s t  h i t  P a r i s  

b o o k s h e l v e s ,  T r o p i c  o f  C a n c e r m a r k s  t h e  

b e g i n n i n g  f o r  H e n r y  M i l l e r ,  j u s t  a s  i t  d o e s  

f o r  m e .

[図 書 館 か ら ]

T r o p i c  o f  C a n c e r  /  H e n r y  M i l l e r
( N e w  Y o r k :  G r o v e  P r e s s ,  c 1 9 6 1 )
本 学 図 書 館 に 所 蔵 し て お り ま す 。
※ 貸 出 中 (先 生 と 一 緒 に 写 っ て い ま す )

な お 翻 訳 の 『 北 回 帰 線 』 は
本 学 図 書 館 に は 所 蔵 が あ り ま せ ん 。

分 類 番 号 登 録 番 号

9 3 3 / M 1 2 0 4 0 0 1 6 4 0 0
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特 集 ： こ こ ろ の 一 冊

Dru g Dis pos it ion  in  H uma ns

薬 学 部 生 物 薬 学 科 助 教 授 田 中 哲 郎

こ の 本 は ペ ン シ ル バ ニ ア 大 学 医 学 部 の

Will ia m A.  Cr ea sey 博 士 の 著 であ り ，1979

年 に Oxf ord  U niv er sit y Pre ssか ら 出 版さ

れた 。す で に四 半 世 紀が 過 ぎ よう と し てい

るが ，今 で もこ の 本 との 出 会 いの 場 面 を思

い出 す こ とが で き る 。当 時 ，大学 院 へ の進

学を 考 え てお り ，未 熟な が ら も自 ら の 専攻

につ い て 思案 に 耽 って い た 。薬学 の 分 野は

意外 と 広 く，化 学，生 物学 ，物理 学 を 基本

とし つ つ 、多く の 専 門分 野 に 分か れ て いる 。

その よ う な薬 学 の 中に あ っ て 、医学 、理 学、

農学 、工 学 等の 他 の 理系 学 部 にな さ そ うな

分野 と 映 った の が 、薬剤 学 で あっ た 。ある

先生 を 尋 ね 、自 分 の 漠と し た 将来 へ の 希望

につ い て 相談 を し たこ と が ある 。ご 自 身の

体 験 に 基 づ か れ て 曰 く 、「 専 門 の 洋 書 を 読

んで 御 覧 なさ い 」で ある 。こ のご 薫 陶 があ

った ゆ え に 、本 書 と の出 会 い があ っ た ので

あろ う 。院 試の 語 学 対策 の つ もり も 多 分に

あっ た が 、そ れ 以 上に 、Dru g Dis po sit ion

と い う 表 題に 惹 か れた 。Dis pos iti on と は

性質 、傾 向、配 置、天 命な ど を 意味 す る が、

なか な か に訳 し づ らい 用 語 であ る 。

日 本 語 訳 は 「 ヒ ト に お け る 薬 の 動 態 」

であ る 。薬 の動 態 と は適 用 後 の薬 物 の 生体

内運 命 を 意味 す る 。すな わ ち 、投 与 後 の吸

収、分 布、代謝 、排 泄 を いう 。薬 剤 学 の院

生時 代 、些 少な が ら 代謝 の 研 究に 関 与 した

が 、この 本 は木 を 見 て森 を 見 ずと な り がち

な状 況 を 、回避 し て くれ た よ うに 思 え てな

らな い 。原 書を 手 に して か ら 一年 後 、今度

は和 書 の 棚で 訳 本 に出 会 っ た 。ク リ ー ジー

著 、 高 木 敬 次 郎 ･一 番 ヶ 瀬
い ち ば ん が せ

尚
ひさし

･丹 羽 弘 司 ･粟

津 荘 司 ･木 皿
き さ ら

憲佐
け ん す け

共 訳 『 ヒ ト に お け る 薬 の
動 態 』 (廣 川 書 店 、 198 1)で あ る 。 ま さ に 、

虎の 巻 を 得る こ と とな っ た 。この 訳 本 から

は 、未熟 さ ゆえ 原 書 から は 読 み取 る こ との

でき な か った「 ヒ ト にお け る 」と い う 部分

の印 象 を 強く 受 け た 。碩 学 の 訳者 ら に よる

本書 は 、薬 学研 究 は 薬に 帰 結 され る と いう

純情 な 考 え方 を し てい た 自 分に 、薬 が 適用

さ れ る 対 象 は 主 に ヒ ト で あ る と い う 認 識

と 、臨床 的 な研 究 へ の興 味 を 与え て く れた 。

原 書 と 訳 本 は 今 で も 研 究 室 の 書 棚 に あ

り 、研究 者 の卵 以 前 であ っ た 当時 を 思 い起

こさ せ て くれ る 。現 在、薬 物 動態 学 の 分野

では 、血 中 濃度 レ ベ ルで の 議 論に 留 ま らず 、

臓 器 レ ベ ル や 細 胞 レ ベ ル で の 議 論 へ と 進

展 し て い る 。 さ ら に 、 CYP、 ト ラ ン ス ポ ー
ター 、レ セ プタ ー な ど、分 子 ある い は 遺伝

子レ ベ ル での 知 見 も 、テ ー ラ ーメ イ ド 医療

の名 の 下 、臨床 に 反 映さ れ つ つあ る 。もち

ろん 、薬 物 相互 作 用 の問 題 な どで は 、臨床

から 動 態 研究 へ の フィ ー ド バッ ク も あ る 。

こ れ ら の 知 見 は 広 く 患 者 さ ん に 還 元 さ

れ て こ そ 社 会 的 に 有 意 義 な も の と な る わ

けで あ る が 、中 に は 研究 者 の 間に あ っ て研

究の 礎 と なる 知 見 もあ る 。こ の「 す ぐ に役

に立 つ こ とだ け が 研究 の 対 象で は な い 」と

いう 視 点 にた ど り 着き 、さ す がに 基 礎 か臨

床か の ジ レン マ か らは 解 放 され た が 、今な

お 、臨床 と の直 接 的 な接 点 を 見出 せ な いも

どか し さ は心 の 片 隅で 燻 っ てい る 。本 書は

当 時 の 最 新 の 知 見 を 踏 ま え た も の で は あ

るが 、昨 今 の知 見 を 含ん で お らず 、そ れゆ

え 今 と な っ て は 内 容 が 浅 く 感 じ ら れ る 箇

所 も あ る 。

し か し な が

ら 、 本 書 に

記 さ れ た 医

学 者 の 視 点

か ら 捉 え ら

れ た 薬 物 動

態 の 一 体 系

に は 、 薬 学

を 学 ぶ 者 に

と っ て も 参



第 2 号                                福 山大学図書館報

6

考と な る 点が 多 い 。

ちな み に、「 薬 剤学 は 薬 学の 独 壇 場」と い

う幼 稚 な 認識 は 、本 書に よ っ て打 ち 砕 かれ

た 。現 在 も なお 、薬 物動 態 の 新知 見 や 新し

い剤 形 の コン セ プ トは 、薬 学 のみ な ら ず医

学 、農 学 、工学 に お いて も 研 究の 対 象 とな

って い る 。書籍 か ら 得た こ と 、感 じ た こと

等 、様 々 で ある が 、これ に は 読み 手 の 能力

と感 受 性 が影 響 す る 。専 門 書 と呼 ば れ る書

籍の 中 に は 、そ の 時 点に お け るそ の 分 野の

先端 が 織 り込 ま れ てい る も のが あ る 。この

先端 を 感 じ取 る 時 、ある い は 行間 に 潜 む無

数の 知 見 に思 い を 馳せ る 時 、新た な 研 究の

端緒 に 遭 遇す る こ とが あ る 。そん な 示 唆に

富 む 書 籍 と の 出 会 い は ま た 格 別 で あ る 。

当然 の こ とな が ら 、学会 の 動 向を 知 り 最新

の原 著 論 文に あ た るこ と も 必須 と な る が 、

こ こ で も 謙 虚 な 自 己 研 鑽 と 批 判 的 な 読 み

方が 重 要 とな る 。い ずれ に し ても 、知 識に

しろ 、知見 に し ろ、何 にし ろ 、求 め な けれ

ば得 ら れ るこ と は まず あ り えな い 。こ の求

めて や ま ぬ情 熱 も 大切 で あ ろう 。コ ン サイ

ス を 片 手 に 悪 戦 苦 闘 し た あ の 日 々 を 思 い

出し つ つ 、原点 を 見 つめ 直 す こと し き りで

ある 。

※ C Y P (チ ト ク ロ － ム [ c y t o c h r o m e ] - P 4 5 0 )
薬 物 代 謝 酵 素 。 肝 臓 で の 脂 質 代 謝 や 薬 物 代
謝 に 大 き な 役 割 を 果 た す 酵 素 と し て 、 最 近 特
に 注 目 を 集 め て い る 。

[図 書 館 か ら ]

D r u g  d i s p o s i t i o n  i n h u m a n s /

W .  A .  C r e a s e y.

( N e w  Y o r k : O x f o r d  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  

1 9 7 9 )

に つ い て は 本 学 図 書 館 の 所 蔵 は あ り ま せ ん 。

ヒ ト に お け る 薬 の 動 態 /ク リ ー ジ ー 著
( 東 京  :  廣 川 書 店 ,  1 9 8 1 )に つ い て は
薬 学 部 分 館 に 2 冊 所 蔵 し て お り ま す 。

特 集 ： こ こ ろ の 一 冊

『 金 瓶 梅
き ん ぺ い ば い

』に 描 写 さ れ る 女性 た ち の住 ま い

工学 部 建築 学 科 助手 藤 原 美 樹

『 金 瓶 梅 』 は 、 明 の 万 暦 (15 73 -16 20 )中
期 に 書 か れた 全 100 回 の 長編 小 説 であ り、
『三 国 志 演義 』、『 水滸 伝 』、『西 遊 記 』とと
もに「 四 大 奇書 」と 総称 さ れ る。『 金瓶 梅』
以 外 の 三 小 説 は 登 場 人 物 の ほ と ん ど が 英
雄 豪 傑 で あ る の に 対 し 、『 金 瓶 梅 』 の 登 場
人物 は 、市 井の 人 物 であ り 、日常 生 活 を中
心 に 語 ら れ て い る 。 人 生 儀 礼 、 年 中 行 事 、
家庭 生 活 の様 子 や 料理 、服 装 まで が 詳 細に
記述 さ れ 、リア リ ズ ム小 説 と して 高 く 評価
され て い る。こ の 物語 の タ イト ル は 、3 人
の 女 性 た ち の 名 か ら 一 字 ず つ を と っ て つ
けら れ て いる 。第 五 夫人 (妾 )と し て 輿 入れ
した 潘

は ん

金
き ん

蓮
れ ん

、第 六 夫人 (妾 )と し て 輿 入れ し
た 李瓶 兒
り へ い じ

。そ し て 、潘 金 蓮 に侍 女 と して 仕

えた 春 梅 であ る 。物 語は 、商 人の 西門 慶
せ い も ん け い

を
中心 に 、男 性 の遊 び 人 の世 界 、商 人 の世 界、
官吏 の 世 界な ど が 描か れ る 。また 家 庭 内の
妻妾
さいしょう

や侍 女 た ちの 生 活 も詳 述 さ れ 、女 性 た
ちの 物 語 でも あ る 。
西門 慶 に は 、正 妻 の

ご

月娘
げつじょう

のほ か 、第二
夫人 の 李嬌 兒

り き ょ う じ

第 三夫 人 の 孟玉 樓
も う ぎ ょ く ろ う

、第四 夫 人
の 孫雪 娥
そ ん せ つ が

、第 五 夫 人の 潘 金 蓮、第 六 夫人 の
李瓶 兒 が いる 。夫 人 たち は 、登場 と 共 に物
語性 に 勢 いを 与 え てい る 。そ れぞ れ が 異な
った 人 物 像を も ち 、それ が 見 事に 表 現 され
てい る 。こ の物 語 の 女性 の 主 人公 と い えば 、
潘 金 蓮 で あ る 。 こ の 女 性 の 名 前 の 由 来 は 、
物 語 の 中 で こ う 書 か れ て い る 。「 潘 金 蓮 は
南 門 外 の 潘 仕 立 屋 の 娘 で 、 排行

は いこ う

(兄 弟 の 順
番 )は 六 番 目 で す 。 幼 い 頃 か ら 器 量 よ し 、
たい そ う 足が 小 さ いこ と か ら 、幼 名 を 金蓮
と い い ま し た 。」 金 蓮 と は 、 纏足

て ん そ く

の 異 名 で
小足 の 代 名詞 で あ る 。纏 足 し た女 性 は 、男
性に と っ て最 高 の 玩具 で あ り 、美 の 象 徴と
され て い た 。女 性 の 纏足 は 、男性 を 惹 きつ
ける 魅 力 のひ と つ であ る と 同時 に 、家 庭内

分 類 番 号 登 録 番 号

4 9 9 . 2 / C 1 1 8 7 0 5 3 4 5 0 0

4 9 9 . 2 / C 1 1 8 1 3 7 1 1 1 0 0
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の女 性 の 歩行 を 困 難に す る 。それ は 部 屋か
らの 外 出 をし づ ら くさ せ 、住 まい に お ける
幽閉 化 に つな が っ てい る 。こ れが 当 時 の恵
まれ た 女 性た ち の 生活 で あ った 。
研究 対 象 は 、明代 富 裕 層の 住 ま いの「 内 」
に 隔 離 さ れ た 、 夫 人 た ち の 住 ま い で あ る 。
『金 瓶 梅 』を史 料 と して 、そ の叙 述 の 中か
ら 、その 住 まい の 世 界を 探 求 して み た いと
思う 。
『 金 瓶 梅 』 に は 、 住 ま い の 内 部 の 様 子 、
陳 設 さ れ た 家 具 や 住 ま い に 隣 接 す る 庭 園
の 四 季 折 々 の 様 子 な ど が 登 場 人 物 と と も
に細 か く 描写 さ れ てい る 。ま た 、結 婚 、出
産 か ら 死 に 至 る ま で の 人 生 儀 礼 や 年 中 行
事に つ い ても 多 く 語ら れ て いる 。
女 性 た ち は 、 主 人 の 定 め る 秩 序 に よ り 、

各 自 の 私 的 領 域 を 正 房 、 東 廂房
しょうぼう

、 西 廂 房 、

後覃 房
こ う と う ぼ う

、玩花 樓
が ん か ろ う

と いう よ うに 住 み 分け て い
る。住 まい は 、建 具 で 間仕 切 り され 、屏風

や 簾
すだれ

など で 隔て ら れ 、帳や 幕 な どで さ ら に
囲わ れ た、「 内 」な る 場 所で あ る 。

物語 よ り 、女性 の 住 まい は 、日常 的 生 活

を営 む 場 所で あ る と同 時 に 、移動 可 能 な家

具や 帳 、幕 など の 特 別な 設 え によ り 、特別

な儀 礼 の 場所 と な るこ と が わか る 。す なわ

ち 、結婚 の 際 には 、婚 礼 の 儀礼 の 場 所 (洞 房
ど う ぼ う

と称 す る )と な り 、出 産 の 際に は 産 室 (暗 房

と 称 す る )と な り 、 最 期 は 、 臨 終 を 迎 え る

場所 と な る。こ の「 内」の 場 所で あ る 女性

の住 ま い に出 入 り でき る 男 性は 、主 人 の西

門慶 に 限 られ 、非 常 に神 秘 的 な場 所 で ある 。

女 性 の � 室 (寝 室 )の 様 子 (図 1- 3)を は

じめ 、さ ま ざま な 場 所、情 景 など を 視 覚的

に 知 る こ と の で き る も う ひ と つ の 史 料 と

し て 、 挿 図 (清 宮 珍 宝 ? 美
ひ ょ く び

図 、 明 代 崇禎
す う て い

本
挿 図 )が あ る 。 挿 図 か ら は 、 家 具 の 形 状 、

種類 、配 置 や屏 風 に 描か れ る 絵、盆 景 など

の イ ン テ リ ア や 庭 園 の 様 子 な ど を 知 る こ

とが で き る。

これ ま で に 、妻 妾 と 侍女 た ち で構 成 さ れ

た家 族 の「 内」な る 場所 の 生 活お よ び 妓女

たち の 役 割に つ い ての 考 察 を行 い 、住 まい

の「 内」と「 外 」に お け る男 性 の生 活 、正

妻ほ か 女 性た ち の「 内」に お ける 生 活 およ

び儀 礼 の 過程 、妓 院 の室 内 構 成と 非 日 常的

な 擬 似 的 仙 界 と し て の 場 所 に つ い て 明 ら

か に し て き た 。 今 後 の 課 題 は 、『 金 瓶 梅 』

の 住 ま い に 関 す る 記 述 を 物 語 の 構 想 や 展

開に 関 わ るも の と して 捉 え 、先学 の 建 築的

史料 か ら は知 る こ との で き ない 、住 生 活の

実 態 を こ の 物 語 か ら 読 み 取 る こ と で あ る 。

その 場 所 がど の よ うに 、女 性 たち の 生 活を

支え 、女 性 たち の 意 識や 感 覚 と関 わ っ てい

たか を 解 明し た い 。

参 考 文 献

1 . 作 者 不 詳 、 白 維 国 ･ト 鍵 校 註
『 金 瓶 梅 詞 話 校 註 』 (兵 麓 書 社 、 1 9 9 5 )
2 . 邱 海 濤 著 、 納 村 公 子 訳
『 中 国 五 千 年 性 の 文 化 』 (集 英 社 、 2 0 0 0 )

図 版 出 典 (図 1 - 3 )

清 宮 宮 廷 秘 蔵 『 清 宮 珍 宝 ? 美 図 』
(北 海 道 大 学 名 誉 教 授 ・ 中 野 美 代 子 氏 蔵 本 )

図 1 正 妻 � 室
(正 妻 と下 男 の会 話 の場 面 )

図 2 正 妻 � 室 (産 湯 の場 面 ) 図 3 潘 金 蓮 � 室
(第 五 夫 人 と２人 の侍 女 )
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[ 編 集 担 当 か ら ]
藤 原 氏 が こ の 書 と 出 会 っ た の は 二 年 前 。「 四 大
奇 書 」 の 「 奇 」 に 興 味 を そ そ ら れ た 氏 は 、 ま た 一
方 で 現 在 と は 異 な る 古 代 の 女 性 た ち の 生 活 に 関
心 を 持 た れ て い ま し た 。「 現 代 で は 考 え ら れ な い
が 、 明 代 中 国 の 富 豪 家 族 に は 、 正 妻 の ほ か に 複 数
の 妾 が い た 。 彼 女 達 が 広 大 な 建 物 の 中 で ど の よ う
に 暮 ら し て い た か に 大 変 興 味 が あ っ た 。 こ れ が 出
発 点 で す 」
『 金 瓶 梅 』 は 氏 に と っ て あ く ま で も 研 究 対 象 で
あ り 、 氏 曰 く 「 残 念 な が ら 、 こ こ ろ の 一 冊 に は 、
ま だ 出 会 っ て い な い 」 と の こ と で し た 。 い ず れ そ
の 話 が 伺 え る と い い な と 思 っ て お り ま す 。

[図 書 館 か ら ]
『 金 瓶 梅 』 は 本 学 図 書 館 で は
平 凡 社 の 中 国 古 典 文 学 大 系 ； 第 3 3 - 3 5 巻
( 9 2 0 . 8 / C / 3 3 - 3 5 ) を は じ め 約 3 5 件 の 関 連 書 籍
が あ り ま す 。

特 集 ： こ こ ろ の 一 冊

私 の 人 生 の 教科 書

学 務 部 就 職 課 職 員 神 笠 孝 介

私に は 、こ の機 会 に 紹介 し た い本 が 一 冊

ある 。それ は、ジ ム・ド ノヴ ァ ン の『 誰で

もで き る けれ ど 、ご くわ ず か な人 し か 実行

し て い な い 成 功 の 法 則 』 と い う 本 で あ る 。

この 本 は 、私に 勇 気 と考 え 方 の変 化 を 与え

てく れ た 。私 の 考 えと 一 致 し、 ま た は改

めさ せ ら れ 、後 押 し して く れ た。題 の とお

り私 の 人 生の 教 科 書と 言 え る本 で あ る。

簡 単 に 本 の 内 容 を 説 明 す る と 、「 今 で き

るこ と は 先延 ば し せず 、今 、行 動 す る」「何

十 年 後 か の 成 功 し て い る 自 分 (ゴ ー ル )を

イメ ー ジ し、そ うな る た めの 、一ヶ 月 、一

年、三 年、五 年、十 年と い っ たそ れ ぞ れの

期 間 で の 目 標

( 短 い 期 間 ご と

で の ゴ ー ル ) を

立 て る 」「 成 功

で き る 自 分 を 信

じ る 」「 で き な

い と い う 思 い 込

み を 捨 て る 」

「 今 日 と い う 日

を 最 大 限 に 生 き

る 」 と い っ た よ

う な 、 誰 に で も

でき る 成 功の 提 案が 74 ほ ど 書か れ て いる 。

これ は 著 者が 実 際 に実 行 し 、成功 し た こ

と に 基 づ い て 書 か れ て い る 。 だ か ら い い 。

誰か に こ うし な さ いと 言 わ れて も 、何 か目

に見 え る もの が な いと 、な か なか 受 け 入れ

る こ と が で き な い も の だ 。 し か も 著 者 は 、

この 成 功 の法 則 を 実行 す る 前は 、ど ん 底の

生活 を 送 って い た らし い 。ア パー ト の お金

も満 足 に 払え ず 、ゴ キブ リ と 一緒 に 生 活し 、

少し の 収 入は す べ てお 酒 に 消え て い く 。し

かも 酒 癖 が悪 く 友 人も 去 っ てい っ た 。こん

な 最 悪 の 状 況 に あ っ た 著 者 が 成 功 者 に な

れる の だ から 、私 に もな れ な いは ず が ない

とい う 気 にな っ て くる 。だ か ら素 直 に 受け

入れ 、 実 行で き る 。

こ れ ま で 私 は 多 く の こ と を 先 延 ば し に

して き た 。たと え ば 、小 学 校 の夏 休 み の宿

題 な ん て 最 後 の 日 に し か し て い な か っ た

し 、も っ と 日常 的 に 言え ば 、ご飯 を 食 べた

後の 食 器 洗い な ん かも そ う だ 。中 学 に なる

とバ レ ー ボー ル を 始め 、高 校・大 学 と 続け

てき て 、就 職し て か らも 社 会 人ク ラ ブ で続

けて い る 。唯一 私 が これ ま で 生き て き た中

で人 に 言 える こ と は 、真 剣 に バレ ー ボ ール

一筋 に 打 ち込 ん で きた こ と だ 。し か し 、そ

の 中 で も 先 延 ば し に し て き た こ と は 山 ほ

どあ る 。た とえ ば 日 々の 練 習 にし て も 先延

ばし の 連 続だ っ た 。その 一 日 のそ の 瞬 間は

そ の 時 し か な い 。 後 戻 り な ん て で き な い 。

そん な 考 えは 、当 時 の私 に は まっ た く なか

った 。や る 気の 出 な い日 が 続 き、た だ 大学

分 類 番 号 登 録 番 号

9 2 0 . 8 / C / 3 3 1 3 7 8 0 0 9 9 8 0 0

9 2 0 . 8 / C / 3 4 1 3 7 8 0 0 9 9 9 0 0

9 2 0 . 8 / C / 3 5 1 3 7 8 0 1 0 0 0 0 0
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の体 育 館 へ行 き 、練 習を し て 帰る 。や はり

そん な 時 は結 果 も つい て こ ない 。大 学 を卒

業 し て 就 職 す る と 心 か ら 思 う 。「 あ ぁ バ レ

ー が し た い 」「 大 学 時 代 に 戻 り た い 」「 今

戻 れ た ら 」 ｢あ の 時 こ ん な 考 え 方 が で き て

い た ら ｣と 。 や は り 後 悔 が あ る か ら そ ん な

こと を 思 うの だ 。一 日一 日 を 最高 の 一 日に

し て い れ ば そ ん な こ と は 思 わ な い だ ろ う 。

これ に 似 たよ う な 思い は 、あ なた に も 必ず

ある と 思 う。

私は 、こ の 本に 出 会 った こ と によ り 、考

え方 が 少 しず つ 変 わり 、過 去 を振 返 る ので

はな く 、未 来へ 目 を 向け る よ うに な っ てい

った 。そ う する と 、もの す ご く気 持 ち が楽

にな り 、や る気 が 溢 れて き た 。も っ と もっ

と良 い 人 生が 送 れ るは ず だ 。今ま で 自 分自

身の 意 見 や考 え を 貫い た こ とが 、人 生 の道

を決 め る 上で 一 回 も無 か っ た 。人 生 は 一度

きり だ 。運 動会 の よ うに 予 行 演習 な ん て無

い 。も っ と 極端 に 言 えば 、明 日死 ぬ か もし

れな い 。明 後日 か も しれ な い 。自 分 が いつ

まで 生 き るか な ん てわ か ら ない 。だ っ たら

自 分 が 思 い 描 い て い る 最 高 の 人 生 を 送 り

たい 。

誰で も み んな「 自 分 がこ う だ った ら い い

な」と いう 思 い があ る は ずだ 。でも「 自分

が な れ る わ け が な い 」 と か 、「 自 分 は し よ

うと し た が、 周 り から 言 わ れて 断 念 した 」

とか 、第 一 歩を 踏 み 出す 前 に あき ら め てい

る人 が ほ とん ど だ と思 う 。私 はあ な た に本

気で 考 え てみ て も らい た い 。何十 年 後 かの

自分 は ど のよ う に なっ て い たい の か 。それ

を本 気 で 想像 し 、そ こに た ど り着 く ま での

短期 間 で の目 標 を 立て 、と に かく 第 一 歩を

踏 み 出 し て ほ し い 。「 自 分 に は 無 理 」 と か

「周 り の 人に ど う 言わ れ た 」とか は 関 係な

く 、とに か く自 分 の 心に 正 直 に進 ん で みて

ほし い 。何 でも や っ てみ な い とわ か ら ない 。

やら な い と失 敗 も 無い が 、成 功な ん て あり

えな い 。

私は 今 、ひ とつ の 大 きな ゴ ー ルに 向 か っ

て第 一 歩 を踏 み 出 して い る 。そし て 、そう

な る た め の 短 期 間 ご と の ゴ ー ル に 取 り 掛

かっ て い る 。私 に 第 一歩 を 踏 み出 す 勇 気を

くれ た の は、こ の本 で あ る。ま た、そ うな

れ る と 信 じ て 疑 わ な い 強 い 心 を 身 に つ け

させ て く れた の も 、こ の 本 であ る 。

こ れ か ら 第 一 歩 を 踏 み 出 そ う か 悩 ん で

いる 人 に 、ぜひ 読 ん でい た だ きた い 。そう

すれ ば 、あ なた も 自 分自 身 で 思い 描 く 最高

の人 生 の ゴー ル に 向か っ て 、第一 歩 を 踏み

出せ る だ ろう 。人 生 に予 行 演 習は な い のだ

から 。

[ 図 書 館 か ら ]
誰 で も で き る け れ ど 、 ご く わ ず か な 人 し か
実 行 し て い な い 成 功 の 法 則  /  
ジ ム ・ ド ノ ヴ ァ ン 著  ;  桜 田 直 美 訳
( 東 京 :デ ィ ス カ ヴ ァ ー・ト ゥ エ ン テ ィ ワ ン ,  
2 0 0 0 ) [ I S B N :  4 8 8 7 5 9 1 2 6 8 ]
本 学 図 書 館 で は 所 蔵 し て お り ま せ ん 。

特 集 ： こ こ ろ の 一 冊

小 林 よ し の り著『 戦 争論 』から み る 日 本人

人 間 文 化 学 部 人 間 文 化 学 科 1 年 大 戸 研

『戦 争 論 』を手 に し たの は 、高校 を 中 退

し た 後 に 漫 画 の 専 門 学 校 へ 入 っ て か ら の

こと だ 。当 時は 漫 画 の手 法 の 一環 と し てし

か見 て お らず 、な ぜ こん な に も感 情 的 に描

ける の か と思 う く らい で あ った 。し か し読

み返 す う ちに 、危 機 へと 迫 り ゆく 日 本 の現

実に 目 が 向い て く るよ う に なっ て い き 、卒

業後 は 一 年勉 強 し 、福 山大 学 へ 入学 。い ま、

学 校 に い る の も こ の 本 の 影 響 が 少 な か ら

ずあ る 。

愛 称 よ し り ん こ と 小 林 よ し の り が 世 に

出 す ゴ ー マ ニ ズ ム 宣 言 は 、 漫 画 を 駆 使 し 、

社 会 へ の 批 判 を 論 じ な が ら 様 々 な 疑 問 を
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投げ か け てく れ 、考 えさ せ て くれ る 。さら

に 、そ れ ぞ れの 章 の 結び に「 ごー ま ん かま

して よ か です か ？ 」と来 て 、筆者 が 堂 々と

読 者 に 向 か っ て 訴 え た い こ と を 言 い 放 つ

独特 な ス タイ ル は おも し ろ く 、心 を 打 たれ

るば か り か、楽 しい 。それ に 、漫 画 (挿 絵 )

と い う 手 段 は 文 字 に く ら べ て 誤 解 が な く 、

表現 が 自 在だ 。

そ の 中 で も 戦 争 論 シ リ ー ズ は 封 印 さ れ

た戦 時 中 の歴 史 を 明ら か に し 、捏造
ね つ ぞ う

され た
歴史 を 暴 く 。こ の 著 者の 試 み は、社 会 の空

気 に 惑 わ さ れ る こ と な く 、 左 翼 や サ ヨ ク 、

(親 米 ポ チ )保 守 派 と い っ た 反 戦 主 義 者 達

か ら の 圧 力 に 屈 服 せ ず 妥 協 す る こ と も な

く 、戦時 中 の人 々 の 名誉 を 回 復す る と 同時

に 、自ら の 個を 貫 き 通し て い ると こ ろ に心

を揺 さ ぶ られ た 。衝 撃を 受 け た。そ ん な思

い で 本 を 出 し て い る よ し り ん の や さ し さ

を、く だら な い、怖 い、傲 慢 だと い う 言葉

で片 付 け る人 た ち は理 解 で きな い 。

まず 、こ の 本に は 人 とし て の 生き 方 を 説

いて い る のだ と 思 わず に は いら れ な い 。戦

時中 の 物 語を 読 め ば 、人 は 死 に甲 斐 が あっ

てこ そ 生 きて 行 け るの だ 、命 に代 え て も守

るも の が ある の だ と思 い 知 らさ れ た 。今の

日本 は 、命 あれ ば そ れで よ し の生 命 執 着願

望が あ る ため か 、戦 う覚 悟 が ない 。良 心は

あ る が 、 た だ 安 全 な 殻 に 閉 じ こ も る た め 、

アメ リ カ に逆 ら う のが 気 が 引け る の か 、イ

ラク 戦 争 を注 意 し ない 。反 戦 平和 を 掲 げる

人も 多 い が 、そ ん な 念仏 を 唱 えた か ら とい

っ て な に が で き る の か 。 解 決 策 を 考 え ず 、

た だ 単 に 平 穏 と 安 全 を 願 う ば か り で 命 を

張 る こ と が で き も し な い 。 「 公 と 個 の 倫

理 」に 於 い ても 、国 があ る か らこ そ 自 分が

いる ん だ と気 づ か せて く れ た。

私は 日 本 史が 嫌 い だっ た 。特 に近 代 史 が

そう だ 。太 平 洋戦 争 で 敗け た か らだ 。だ が、

戦争 論 を 紐
ひ も

解
と

けば 、太 平 洋も と い 大東 亜 戦
争の と き 、日本 軍 は 植民 地 に され て い たア

ジ ア を 解 放 し よ う と い う と ん で も な い 目

的が あ っ たこ と を 知る 。ま た ナチ ス ド イツ

から 逃 げ てき た ユ ダヤ 人 ら を守 っ た 。八紘

一宇 と い う民 族 平 等の 思 想 を貫 い て 。

別著『 台 湾 論』に も 日本 人 の 功業 を み せ

られ る 。日 清戦 争 の 勝利 で 、日本 は 台 湾を

割譲 さ せ る。後 に、交 通網 を 整 備し 、教育

に力 を 入 れ 、治 安 を よく し 、八田
は っ た

與一
よ い ち

が設
計 の ダ ム に よ り 米 の 増 産 を 計 る な ど を し

た 。イギ リ スや ス ペ イン な ど の植 民 地 政策

と違 っ て 、衛生 医 療 や教 育 の 投資 が 大 きく 、

双方 と も に時 代 を 歩ん だ こ とも 。敗 け たに

せよ 、そ の 戦争 が イ ンド ネ シ アや フ ィ リピ

ン な ど の ア ジ ア 諸 国 を 独 立 へ と 促 し た の

だか ら お どろ き だ 。

さら に 、見 落と せ な いの が 、特攻 隊 の 青

年 た ち と 戦 犯 に さ れ た 人 々 の 遺 言 の 叙 情

詩だ 。彼 ら の最 後 の 言葉 に は 、愛 が 込 めら

れて い る 。それ は 遺 され る 家 族や 友 人 であ

り 、愛 し い 母国 、見 ず知 ら ず の子 供 た ちへ

の想 い な のだ 。で も 、死 に 直 面す る と いう

のに 、そ の 詩は 清 清 しく 感 じ るも の だ 。青

年た ち は 国と 人 々 を守 る た めに 、自 己 犠牲

とな っ て 死ぬ 。あ っ さり と し たそ の 潔 さが

「あ さ り の美 学 」と 云わ れ 、台湾 に は その

精神 が 残 って い る 。そん な こ とも 知 ら ずに 、

学校 で は 、単に 受 験 要員 と し て歴 史 を 扱っ

てし ま っ た 。日 本 人 とい う 歴 史を 知 ら ずに

生き て き たこ と を 、今で は 悔 やん で も 悔や

みき れ な い。

私は 将 来 、教師 に な りた い と 望ん で い る。

教壇 に 立 つそ の と きは 、受 験 がら み な んて

ご法 度 だ 。ただ 教 え るの で は なく 日 本 人と

し て 教 え た い 。 国 を 想 う 生 徒 に し て あ げ
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たい の だ 。

※ 八 田 與 一 ( 1 8 8 6 - 1 9 4 2 )
台 湾 総 督 府 の 土 木 技 師 。 台 湾 南 部 の 嘉 南

か な ん
平 野

に 世 界 的 規 模 の 灌 漑 ダ ム ・ 烏 山 頭
う ざ ん と う

水 庫 を 完 成 さ
せ た 。

[ 図 書 館 か ら ]

新 ゴ ー マ ニ ズ ム 宣 言 S P E C I A L 戦 争 論
[ 1 ] , 2 , 3  /  小 林 よ し の り
( 幻 冬 舎 、 1 9 9 8 )

新 ゴ ー マ ニ ズ ム 宣 言 S P E C I A L 台 湾 論  /  
小 林 よ し の り (小 学 館 、 2 0 0 0 )

本 学 図 書 館 に は 何 れ も 所 蔵 し て お り ま せ ん

特 集 ： こ こ ろ の 一 冊

図 書 館 利 用 者ア ン ケ ー ト

ア ン ケ ー ト 実 施 期 間 の ほ と ん ど が 夏 期

休業 中 だ った に も かか わ ら ず 、多 数 の 有効

回答 を い ただ き ま した 。ご 協 力、本 当 にあ

りが と う ござ い ま した 。

複 数 の 回 答 を 得 て 、 ト ッ プ だ っ た の は 、

片山 恭 一『 世 界 の中 心 で、愛 を さけ ぶ 』で

し た 。「 今 の 自 分 の 考 え 方 や 物 事 の 感 じ 方

が少 し 変 った 」「感 動 し た」 と の こと 。

当図 書 館 にあ る 図 書で は 他 に 、A.ロ ビ ラ

『 グ ッ ド ラ ッ ク 』（ 一 般 ； 幸 せ に な る た め

には 、自 分 で努 力 し なけ れ ば なら な い とい

うこ と が 、子供 に も 理解 で き るよ う に 、や

さし く 表 現さ れ て いる か ら）、東 山 紘久『 プ

ロ カ ウ ン セ ラ ー の 聞 く 技 術 』（ 心 理 ； 自 分

の目 指 し てい る 人 物像 の 一 部が 書 か れて

い た か ら ）、 J.D .サ リ ン ジ ャ ー 『 ラ イ 麦 畑

で つ か ま え て 』（ 最 後 の シ ー ン に し か 感 動

は な い が 、 一 生 忘 れ な い 本 だ と 思 う ）、 そ

して J.K .ロ ー リ ング『 ハ リ ー・ポ ッ タ ー ・

シリ ー ズ』や 、J.R. R.ト ー ル キ ン『 指 輪物

語』 の 名 もあ り ま した 。

当然 な が ら 、当図 書 館 に無 い タ イト ル を

挙げ て く ださ る 方 も 、数 多 く いら っ し ゃい

まし た 。例 え ば 齊藤 孝『読 書 力』(薬；本

を読 む 面 白さ が わ かっ た か ら )、そ し て T.

オ ブ ラ イ エ ン の 『 本 当 の 戦 争 の 話 を し よ

う 』（ 生 物 ； 今 ま で 、 映 画 や ド キ ュ メ ン タ

リ ー な ど で し か 見 た こ と が な か っ た ベ ト

ナム 戦 争 が 、い か に 悲惨 か を とて も よ く表

現し て い る本 だ か ら） な ど でし た 。

図 書 館 か ら のお 知 ら せ

①人 間 文 化学 部 の「 心 理 学 科 」および 人間

文化 学 科 の「 メ デ ィ ア・コ ミュ ニ ケ ー ショ

ン コ ー ス 」の図書の 一部 を 、図書 館 本 館内

学 習 図 書 室 に別置し てお り ま す。新 し い本

ばか り で すの で 、 どう ぞ ご 利用 く だ さ い 。

②人 間 文 化学 部 の「 心 理 学 科 」および 工学

部・機 械 シス テ ム 工学 科 の「自 動 車 シ ス テ

ム コ ー ス 」の雑誌 が 新し く 用 意さ れ て いま

す 。 11 月 現 在 、 図 書 館 で 閲 覧 で き る 主 な

和雑 誌 は 次の タ イ トル で す 。こち ら も どう

ぞご 利 用 くだ さ い 。

② -a:心 理 学 科

『現 代 の エス プ リ』（ 至 文堂 ）

『こ こ ろ の科 学 』（ 日 本 評論 社 ）

『心 理 学 研究 』（日 本 心 理学 会 ）

『心 理 臨 床学 研 究 』(日 本 心理 臨 床学 会 )

『 精 神 分 析研 究 』（ 日 本 精神 分 析 学会 ）

『発 達 』（ ミ ネ ルヴ ァ 書 房）

『発 達 心 理学 研 究 』(日 本 発達 心 理学 会 )

『 臨 床 心 理学 』（金 剛 出 版）

『臨 床 脳 波』（ 永井 書 店 ）

② -b:自 動車 シ ス テ ムコ ー ス

『 エ ン ジン テ ク ノロ ジ ー』（ 山 海堂 ）

『オ ー ト メカ ニ ッ ク』（ 内外 出 版 社）

『カ ー ド ック 』（日 刊 自 動車 新 聞 社）

『自 動 車 工学 』（鉄 道 日 本社 ）
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【 石 山 寺 本 堂 （ 国宝 ）】

滋 賀 県 大 津 市 に あ る 石 山 寺 は 、

平 安時 代 の 小説『 源 氏 物 語 』の 作

者 、紫 式 部 ゆか り の 寺 であ る 。

名 作『 源氏 物 語 』の 作 者で あ り

な がら 、紫 式部 の 生 没 年は 不 詳 で

あ り、 本 名 も未 詳 で あ る。

写 真は 、本 堂へ の 石 段 であ る が、

正 面が「 源 氏 の 間 」で あ り 、紫 式

部 と『 源氏 物 語 』と の 関係 が 説 か

れ てい る 。

ま た、本 堂 は巨 大 な 珪
け い

灰 石
か い せ き

の 上

に 建て ら れ てい る 。
写 真右 端 は 、珪 灰 石 の 一端 で あ

り、珪 灰 石 は国 の 天 然 記念 物 に 指

定 され て い る。 (Ｋ )

編 集 後 記

福 山 大 学 図 書 館 報 第 2 号 は 楽 し ん で い た だ け ま し た で し ょ う か 。利 用 者

の 方 々 に（ 学 生 の 方 は ア ン ケ ー ト で 、教 員 の 方 は 原 稿 で ）協 力 し て 頂 い た

お か げ で 、 こ の 冊 子 が 出 来 ま し た 。 図 書 館 自 体 も 、「 利 用 者 あ っ て の 図 書

館 」で あ り た い と 、あ ら た め て 思 っ た 次 第 で す 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。

                         ( 阪 田 ・ 阿 南  )

編 集 ・ 発 行   福 山 大 学 附 属 図 書 館
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